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●斉	 	 唱  
ロータリーソング「我等の生業」 

 
●本日のお弁当  
	 衣浦グランドホテル 
 
●本日のお客様 
 
三ヶ根観音戦没者慰霊園 護持奉仕会	 会長	 杉浦明俊様 

   
	 	 会 長 挨 拶  
 
今月は『平和と紛争予防／紛争解決月間』ということで、新

しい月間になります。 
	 この月初めにガバナー通信がメールで送られてきます。加藤

ガバナーの挨拶の中で紛争解決月間ということに関して述べ

られておりますのは、世界各地ではテロや紛争が色々起こってい

るようですけども、そういった事象が無い我が国において、我々ロータリアンにとっては一

体何をどうしたらよいのか全くアイデアが浮かばないとコメントされております。 
	 確かにここ数年を見ておりますと、RIから発信されます色々なメッセージの中には「世界
平和」とか「平和」という文言が非常に目に付くように思います。そういったことから一体

私たちが何をしたらよいのかという思いに関しては、ロータリアン各自の様々な違いがある

かもしれませんが、ガバナーもおっしゃっておりますけども、日常の我々ロータリアンの奉

仕の実践ということが第一の基本になるのではと思います。地区ではポリオの撲滅あるいは

識字率の向上、水の問題と大きな問題を抱えているので、地区の事業としてはそういったこ

とに専念していくことが全てではないでしょうかということでございます。 
	 この『平和と紛争予防／紛争解決』ということに関しまして、私の頭に浮かんだものがあ

りますので紹介させて頂きます。米山奨学生の奨学基金の制度の中に「平和フェローシップ
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制度」というものがございます。これには 2 つのプログラムがあります。その 1 つ修士号取
得プログラムは、アメリカではデューク大学かノースカロライナ大学チャペルヒル校、イギ

リスではブラッドフォード大学、オーストラリアではクイーンズランド大学、スウェーデン

ではウプサラ大学、そして日本では国際基督教大学、これら 6 大学の中にロータリー平和セ
ンターを設けまして、このセンターで修士号を取得するために 15～24ヶ月学んで頂いた後、
2～3ヶ月の実地研修について、これを終えますと平和フェローとしての修士号を取得するこ
とができるプログラムがございます。 
	 もう 1 つは専門修士証プログラムで、すでにこういった世界平和や紛争解決に従事してお
られる社会人の方がさらなるスキル向上を目指してタイのバンコクにありますチュラロンコ

ーン大学で 3ヶ月間の研修の後に、2～3週間の実地研修を行って取得するというプログラム
でございます。 
	 いずれにしましても、このプログラムに参加するには非常にハードルの高い選考委員会が

ありまして、日本人の中でも平和フェローを取得した人はそれほど多くはないですが、当

2760地区では 2010～2012年度に津島ロータリークラブがスポンサークラブで修士号取得プ
ログラムを水野真希さんという方が取得しておられます。2015～2017年度には名古屋大須ロ
ータリークラブがスポンサークラブで澤屋奈津子さんという方が、現在アメリカのノースカ

ロライナ大学チャペルヒル校で学んでおられます。もう一方、難民を助ける会のスーダン事

務所長として地雷対策に関わってきた宇治川貴史さんという方が 8 月からスウェーデンのウ
プサラ大学で修士取得プログラムを開始予定とのことです。 
	 私の頭に浮かんだのは、こういったスポンサークラブということも平和への貢献というこ

とで、1つのクラブとしての考え方なのかなと思いましたので本日は紹介させて頂きました。 
	 この後の例会もどうかよろしくお願い致します。 
	

	 	 幹 事 報 告  
 
	 幹事報告させて頂きます。 
・	本日、大浜口広場で補助金を使った植樹式を行います。2
時から開催致しますので、役員、理事、委員長の方はお繰

り合わせの上、ご参集ください。西松屋さんと碧南市の環

境課の駐車場を確保しております。よろしくお願い致します。 
・	来週の土曜日がインターシティーミーティングということで、知立のクラウンパレスとリ

リオコンサートホールで開催されます。今週と来週に亘って私の方から口頭で再度ご案内

させて頂きたいと思います。まず当日は 13時から受付を開始致しておりまして、30分間
の受付時間となっております。クラウンパレスの 3階に友愛の広場がございます。そちら
で私が一括で資料を持っておりますので、受付をして頂きたいと思います。車でお越し頂

きますとリリオコンサートホール側に駐車場がございます。式典自体はリリオコンサート

ホールでありますが、友愛の広場がホテル側にありますので、ご配慮頂ければと思います。

13時 30分からオープニングになりますので、遅参のないようによろしくお願い致します。 
・	現在回覧で次年度のロータリー手帳のお買い上げのお願いということでロータリーの友
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※六週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。  

事務所から届いております。お買い求めされる方は回覧の方に丸印を付けて頂きたいと思

います。 
・	昨日、小笠原良治様のご母堂様のお通夜と葬儀のご案内をロータリークラブの方から発信

しております。多数の方からお問い合わせを頂いておりまして、そのご案内の中で「通夜・

葬儀は近親者のみで執り行わせて頂きたいと存じますのでご配慮をお願い申し上げます」

という表記がされております。これにつきましてですけども、お参りをして頂くというこ

とについては構わないということでございます。お時間のご調整が付くようでございまし

たらお通夜が 18 時からとなっておりますので、お参りして頂いても構いません。ただ、
ご本人のご希望でこのような表記をさせて頂きました。 

・	来週の例会の食事でございますが、小伴天さんでお願いをしている訳ですけども、うなぎ

を出されるそうです。うなぎが食べられない方が見えましたら、事前に私か間瀬さんにお

知らせ頂ければ、代わりのものをご配慮頂けるということでございます。よろしくお願い

致します。 
 

	  副 幹 事 報 告  
 
	 副幹事報告させて頂きます。 
・	皆様のお手元に 2016～2017 年度の役員・理事・委員会編
成表をお配りしております。第 8 回の理事会で承認されま
したので、皆様それぞれご自分の名前、組織図を確認して

頂きまして、本年度同様のご協力とご理解をお願いしたいと

思います。よろしくお願い致します。 
・	4月 24日の日曜日に 2016～2017年度のための 2760地区の地区研修協議会が開催されま
すので、出席義務者に該当される方はご出席して頂きますようお願い申し上げます。尚、

欠席の場合は代理の方をということになっております。よろしくお願い致します。 
   
	  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励委員会＞  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
＜ニコボックス委員会＞ 
木村	 徳雄君 先週、西尾市民スキー大会に参加しまして、壮年Ｅ組でなんと３位に入賞

しました。ちなみに壮年Ｅは６０才以上のジジーです。 

	 総会員数 71名 (内出席免除者 17名の内出席者 12名)出席者 57名 

	 出席対象者	 57／66名 	 	 出	 席	 率	 	 	 	 86.36％ 

	 欠席者 14名(病欠者 0名) 	 	 前々回修正出席率	 100％ 

新美惣英副幹事 



長田	 銑司君 ２月１３日（土）夕方６時半よりメーテレにて、愛知の人参で「一灯」に

取材がありました。よろしく。 
奥田	 雪雄君 本日の植樹、感謝申し上げます。棚尾地区まちづくり委員会委員長より。 
  山口日出子さん、御入会歓迎申し上げます。ワイン会より。 
清澤	 聡之君 会員の渡部哲也さん、中部電力の方々に大変お世話になりました。 
鈴木	 泰博君 本日の卓話の講師、杉浦明俊様をご紹介させて頂きます。 
  先日は、平岩辰之様に大変お世話になりました。ありがとうございました。 
杉浦	 秀延君 杉浦明俊様、本日はお越し頂きありがとうございます。本日の卓話よろし

くお願いします。 
 

	 卓 話  
 
「いまだ外地に眠る英霊を訪ねて」  
三ヶ根観音戦没者慰霊園 護持奉仕会	 会長	 杉浦明俊様 
 
	 皆さん、こんにちは。私は高浜市で昭和 28 年に生まれまし
たので、今年で 63 歳になります。40 年程デンソーグループの
方に勤務致しました。ようやく今はスケジュールに追われることのない生活になった訳でご

ざいますけども、今日は杉浦秀延さんからお話がございまして、私がここ 10年程進めさせて
頂いております海外の戦地巡拝のお話と現在進めさせて頂いております西尾市の三ヶ根山で

の活動のお話をさせて頂きます。よろしくお願い致します。 
	 まず、私が海外巡拝をするようになりましたきっかけでございますけども、丁度今から 10
年前でございますが、東條英機さんのお孫さんの東條由布子さんとご縁がございまして、イ

ンドのコルカタを訪問したことがきっかけでございました。ここにチャンドラ・ボースの記

念館がございまして、この記念館で東條英機さんに感謝をしたいという式典がございまして、

それにご一緒させて頂いたという訳でございます。チャンドラ・ボースという方は皆さんよ

くご存知のマハトマ・ガンジーと並ぶインド独立の英雄と言われている方でございます。 
	 チャンドラ・ボースと非常に関わりのある伊号 29潜水艦というのがございます。チャンド
ラ・ボースはインドの独立のためにヒトラーに助けを求めて昭和 16年にドイツに渡ったので
すが、ドイツの足元が連合軍によって危うくなったときにヒトラーに「これからどうしたら

よいか」と尋ねたところ、「日本に行って助けてもらえ」と言われ、ドイツから U ボードに
乗ってアフリカ沖の喜望峰まで来ましたチャンドラ・ボースを伊号 29潜水艦でお迎えに行き
まして、シンガポール経由で日本にお連れしたという潜水艦でございます。 
	 実はこの潜水艦はチャンドラ・ボースを昭和 18年に日本に送り届けるという大任を果たし
た後、昭和 19年の夏にかけましてヨーロッパを往復しました。日本からは当時希少金属と言
われましたタングステンあるいは武器では酸素魚雷、こういったドイツの持っていない日本

の最先端の武器技術を持っていきました。ドイツからはロケットやミサイルといった技術を

持ってくるということで、途中の大西洋は連合軍が制海権を握っている訳でございますけど

も、こういった中、苦難のヨーロッパ往復を果たした潜水艦でございます。そういった情報

杉浦明俊様 



をシンガポールでおろしました後、日本に帰ってくる途中の台湾とフィリピンの間のバシー

海峡で運悪くアメリカの潜水艦と遭遇致しまして、戦闘状態に入りまして無念にも沈没して

しまったということで、107 名の乗員の内 106 名が戦死をなさいました。こういう経緯がご
ざいました。こうした立派な務めを果たしながらも、無念の死を遂げた多くの若者たちが兵

隊におられました。これは私たちの父親の世代でございますし、亡くなった若者たちの年齢

は今の私の子供たちの年齢になります。こういった素晴らしい若者たちを我々は持ったとい

うこと、これをもう 1 度謙虚に感謝と顕彰の気持ちを持っておらなければいけないという思
いでございます。 
	 私は 10年程で 10数ヶ所の海外戦地を巡って参った訳ですが、特に日本人の方々がご遺族
も含めて行かれないようなところを選んで行かせて頂きました。 
	 まず、キリバス共和国のタラワというところで、玉砕の島というふうにご紹介させて頂き

ますけども、昭和 18年の秋に中部太平洋のアメリカ軍がタラワに上陸しておりまして、海軍
の陸戦隊が 4,800 名おられて、ほぼ全員が華々しい活躍をされた後、玉砕されたというとこ
ろでございます。今も日本軍の大砲が海岸に据え付けられております。私の巡拝のスタイル

として、激戦の跡や慰霊碑に伊勢神宮の五十鈴川から汲んできたお水を注がせて頂きまして、

感謝と慰霊の気持ちを捧げるということをさせて頂いております。 
	 続いて、パプアニューギニアのサラワケット山という 4,000m 級の山で、陸軍の 1 つの師
団 8,000 名の方々が連合軍に囲まれまして、転進するにはこの山を越えていくしかないとい
うことで 2 ヶ月に亘る行軍を行った訳ですけども、目的地に着いたときには 8,000 名の将兵
が 5,600名になっており、2,400名がこの山の中で亡くなられたところでございます。ヘリコ
プターを借りて行った訳でございますけども、歩いて行くと 1 ヶ月ぐらい掛かるらしいので
すが 20分で行けました。 
	 海外に今もなお放置されたご遺骨は 115 万柱あります。250 万人の若者たちが亡くなりま
したけども、半数近くの人たちのご遺骨が戻っておりません。こんな国は日本しかございま

せん。大戦に負けたドイツやイタリアでもご遺骨の収容は捗っております。昨年の 9 月の国
会でようやく遺骨収容法案というのがこのときばかりは可決されましたけども、例の平和安

全法制の審議が復旧する中で参議院の方が通ってないということで、全く情けない状況だと

思いますけども、継続審議ということで 1 日も早くこの法案が通って、海外に眠るご遺骨を
収容してほしいと思います。 
	 三ヶ根山の活動は毎月第 2 土曜日に清掃奉仕会というものを開催しております。今日例会
にお見えの皆さんに清掃奉仕会に是非お越しくださいとは申しませんけども、年に 1 回はご
参加頂きましてご英霊の方々に感謝の気持ちを捧げて頂きたいなと思います。 
	 碧南 RC 様の益々のご発展をお祈り申し上げまして、終わりにさせて頂きます。今日はど
うもありがとうございました。 
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次回例会案内	
	

平成２８年２月２０日（土）  
	 １３：３０～	 知立リリオコンサートホール  
	 西三河分区インターシティーミーティング  
 
平成２８年２月２４日（水）は振替休会  
 
平成２８年３月２日（水）	 クラブフォーラム  
	 米山奨学生	 マルティネス  リベラ，リリアナ氏  


